
平成31年

２月２日 土  　 ４月14日 日

開館時間 　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

休 館 日 　 ３月13日(水)

観 覧 料 　　一般２１０円(１６０円)、高校生以下は無料

　　　　　　　　　　 ※(　 )内は、20名以上の団体料金

企画展



企画展

■アクセス

ＪＲ富山駅から徒歩約10分
地鉄バス「城址公園前」下車　徒歩２分
市内電車「国際会議場前」下車　徒歩3分
富山空港より連絡バスで20分
北陸自動車道　富山ＩＣより車で約15分

■駐車場

当館には専用駐車場はありません。最寄りの有料駐車場をご利用ください。
最も近いのは城址公園地下駐車場です。

富山市の中心繁華街は、江戸時代の城下町を貫いていた北陸街道沿線の商人町を起源としています。明

治時代になると、本願寺別院の門前町として総曲輪通りが成立し、一帯は「富山銀座」として賑わいをみせま

す。その後、空襲による被災を経て、戦後は中央通り、総曲輪通り、西町を核とした、まさに富山の中心商店

街として発展していくのです。ところが、急速なモータリゼーションの進展による公共交通網の縮小や、郊外へ

の大型小売店の出店など社会情勢の変化により、徐々に中心商店街としての求心力が低下していきました。

こうした状況を受けて、現在、新たな公共施設の設置や集客イベントの開催、再開発による新たなビルの建設

など、官民による様々な取組みがおこなわれています。

本展では、近年再開発が進み急激な変貌をとげる富山市中心市街地の変遷を、地図や写真を用いて紹

介します。

当館は、平成17年に富山城の歴史を紹介する専門博物館としてリニューアルオープンいたしました。展示室では、「富山城もの

がたり」をテーマに、戦国時代に築城されてから、明治の廃城後、現在にいたるまで約４７０年にわたる富山城の歴史を、模型や

映像も使って分かりやすく紹介しています。また、富山ゆかりの企画展を年４～５回開催しているほか、常設展示部分も随時展示

替えを行っています。 旧大和百貨店跡地や新庄城跡からの出土品を展示しています。

会　期　平成３１年２月２日（土）～４月１４日（日）

　　　　　　休館日　３月13日(水)

　　　　　　開館時間　９：００～１７：００（入館は16：30まで）

観覧料　大人210円　高校生以下は無料

　　　　　　※この料金で、常設展示もご覧いただけます。

学芸員による展示解説会

　２月１７日（日）、３月１７日（日）、

　４月１４日（日）　いずれも午後２時より

　予約不要、参加無料（ただし、入館料が必要です）

常設展　富山城ものがたり

昭和15年大雪の総曲輪通り 昭和初期の西町交差点 昭和40年代の中央通り


